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第２回川岸学園設立準備委員会を開催しました！

川岸学園整備室

～異年齢の子ども達がつながる新たな環境づくりをめざして～

3月25日（火）、第2回「川岸学園設立準備委員

会」を岡谷市役所で開催しました。

今回から、川岸小学校の保護者代表として

玉木 進 さん、岡谷西部中学校のPTA代表として

小松 英智 さんを新たに委員にお迎えし、宮坂教

育長より委嘱書が手渡されました。

会議では川岸学園整備の今後のスケジュールや、

令和7年度から使用が始まる予定の仮設校舎の

概要について説明を行いました。その後、各専門

部会から現在の進捗状況の報告がありました。

過去のNEWSは

こちらで読めます▼

川岸小学校と西部中学校の子どもたちに共通

するのは「仲が良くてすごく温かい！」

また、保護者や地域にも温かさがあるのが川

岸地区の良い所。自分のことだけでなく、周りの

人のこともしっかり考えられる「川岸プライド」

を持った子どもたちを育てたい！

これからも大切にしたいコト

このうち、学校デザイン部会からは「新しい義務教育学校で大切にしていきたいこと」につい

てのお話がありました。

これまでの小中学校の良い伝統や想いを大切にしながら、地域の皆さんとともに子どもたち

を育て、子どもたちの笑顔や元気が地域にも広がっていく、そんな学校づくりを目指していき

たいという思いが共有されました。今後も引き続き、部会で話し合いを進めてまいります。

学校と一緒に地域ぐるみで子どもたち
の成長を支え、地域も子どもたちから元
気がもらえる、そんな環境を作りたい！

学校は大好きでも、みんなと一緒に学ぶということ

が難しい子もいる。多様性を優しく包み込み、一人

一人が安心してのびのびと学ぶことができる、

子どもたちの居場所がある学校にしたい！

子どもたちに居場所がある学校

チャンレンジができる学校
専門的な知識や技能が必要な教科を中心に早い

段階から教科担任制を導入するほか、特色ある総

合的な学習の時間を学習の大きな柱に据えて、

試行錯誤しながら何度でもチャレンジができる

環境を整えたい！

川岸プライドを持った子どもたち

地域住民



仮設校舎の概要について保護者説明会を開催しました！

仮設校舎の建設が令和7年6月から始まる予定です。

これに伴い、通学路や学校生活の環境が一部変わることが

想定されるため、保護者向けの説明会を開催しました。

4月18日（金）には川岸小学校で、4月30日（水）には岡谷

西部中学校で、それぞれPTA総会の前後の時間をいただき、

仮設校舎の概要について説明をさせていただきました。

仮設校舎の期間中は、皆さまにご不便をおかけすることも

あるかと思いますが、「新たな学び舎」づくりに向け、子ども

たちの安全を最優先に考えながら、施設整備を進めてまいり

ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

なお、説明会でいただいたご質問やご要望について、

下記のとおり、回答させていただきます。

保護者説明会の様子（岡谷西部中）

保護者からのご質問やご要望 岡谷市教育委員会の回答

仮設校舎のトイレの数が少なく、休み時間内に
行けるのか心配。2年生の教室がトイレから一番
遠いのもどうかと思います。トイレの数と教室の
配置について、再検討をお願いします。

トイレの設置数については、児童数に応じて、もっともゆと
りある基準で配置していますので、ご理解ください。
なお、教室の配置は、学校と改めて検討し、よりよい環境と
なるよう努めます。

認定こども園は車による送迎が多いと思います
が、送迎の時間は小学生の下校の時間と重なる
ことはないのでしょうか。また、こども園側を通っ
て下校する児童もいますので、非常に危険だと思
います。何かしら対策はあるのでしょうか。

送迎車両と児童の登下校時の動線が交差しないよう駐車場
周辺の安全対策を講じてまいります。
また、工事期間中は、小学校の校庭を通っての下校ができ
なくなりますので、説明会でご案内したとおり西部中学校の
正門を出て、指定の通学路を通って下校していただきます。
遠回りとなり、ご不便をおかけしますが、子どもたちの安全確
保のため、ご理解とご協力をお願いします。
認定こども園の開園後は、小学校の昇降口から送迎車両と
交差することなく、安全に校庭側を通って下校できる環境を
整えてまいります。

部活動が削減され、校庭は小中学共同となり、
大幅に小さくなり、サッカーの試合さえできませ
ん。効率化、削減ばかりに目がいき、本来大切に
しなければならないことが蔑ろにされぬよう切に
求めます。
部活を削減するならば、それに代替する具体的
なものをしっかり示していただきたいです。
先生の負担も少なく、子ども達もやりたいこと
を我慢することなく、有意義に過ごせるやり方が
あると思います。

工事期間中に限り、岡谷西部中学校の校庭を小・中学校共
用の仮設グラウンドとして使用しますが、開校・開園後は、中
学校用に第一グラウンド、小学校用に第二グラウンドを確保し
ております。
また、工事期間中の部活動は、仮設グラウンドや多目的ス
ポーツ広場を活用しての実施となり、ご不便をおかけします
が、ご理解、ご協力をお願いいたします。
なお、今後の部活動の在り方については、地域クラブ活動へ
の移行の中で、検討を進めてまいります。

岡谷西部中学校前の駐車スペースが狭いため、
学童や部活動の送迎が被ると混雑が予想される
が大丈夫か。また、登校中の子どもたちと送迎車
両が重なることも考えられるが大丈夫でしょうか。

部活動と学童クラブの迎えについても時間帯や送迎場所の
分散など、学校と一緒に対応策を検討してまいります。

橋原（４６、４７班）の通学路は変更した方がよい
のではないでしょうか。

通学路の変更については、今後学校と検討してまいります。

工事中の参観日や行事の駐車場はどうなります
か。

参観日や行事の駐車場については、工事施行業者や市の関
係課と調整し、安全を確保した上で小学校のグラウンドや多
目的スポーツ広場の利用を検討します。

川岸出身なので、解体工事が始まる前に校舎を
見学できる日があると嬉しいと思います。理科室
や音楽室など、参観日では見ることができないの
で、卒業生で最後に校舎を見たい方もいらっしゃ
ると思いますので、お願いします。

解体工事が始まる前に、保護者の皆様や地域の方々に現在
の校舎をご覧いただける機会を、学校と調整の上、設けたい
と思います。

仮設校舎の概要及び保護者から
の質疑（全文）はコチラから
ご覧いただけます ▶

※同じ趣旨の質問やご意見は一つにまとめてあります。


